
80
cm
と
70
cm
、、
短
径
は
と
も
に
60
cm
、
深

さ
は
1
1
0
cm
と
い
う
大
き
さ
。
甌
穴
は

輝
緑
凝
灰
岩
と
い
う
岩
に
出
来
た
も
の

で
、
こ
こ
で
は
形
成
の
各
段
階
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
次
々
に
現
れ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
甌
穴
を
見
な
が
ら
歩
い
て
行
く
と
、

広
い
景
色
が
開
け
、「
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広

場
」
へ
出
ま
す
。

こ
こ
か
ら
川
幅
が
広
く
な
り
、
第
二
星

田
ダ
ム
沿
い
の
道
路
を
歩
く
コ
ー
ス
へ
。

途
中
、
お
に
ぎ
り
橋
を
渡
り
、「
に
ぎ
り

め
し
山
」
の
展
望
台
へ
行
く
と
、
ゆ
っ
た

り
と
水
を
た
た
え
る
第
二
星
田
ダ
ム
の
雄

大
な
眺
望
も
楽
し
め
ま
す
。

第
二
星
田
ダ
ム
か
ら
星
田
池
へ
向
か
っ

て
同
じ
道
を
戻
る
と
、
渓
流
や
甌
穴
に
注

目
し
て
歩
い
た
往
路
と
違
い
、
今
度
は
上

流
に
向
か
っ
て
渓
谷
の
切
り
立
っ
た
岩
壁

や
樹
々
の
美
し
さ
な
ど
風
景
全
体
を
満
喫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

美星町
美
星
町
は
、
岡
山
県
の
西
南
部
、
吉
備

高
原
南
端
の
台
地
に
広
が
る
、
そ
の
名
の

通
り
星
空
の
美
し
い
町
。
1
9
8
7
年

（
昭
和
62
年
）
に
「
星
空
の
街
」（
現
環
境

省
）
に
選
定
さ
れ
、
ま
た
、
1
9
8
9
年

（
平
成
元
年
）
に
は
全
国
初
の
「
光
害
防

止
条
例
」
を
制
定
す
る
な
ど
、「
星
」
を

テ
ー
マ
に
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
晴
天
率
が
高
く
、
大
気
が
安
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
天
体
観
測
に
適
し
た
地
域

と
し
て
、
日
本
最
大
規
模
の
公
開
天
文
台

「
美
星
天
文
台
」
や
、
地
球
衝
突
小
惑

星
・
宇
宙
デ
ブ
リ
（
宇
宙
ゴ
ミ
）
の
観
測

を
行
う
「
美
星
ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
」
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

美
星
町
の
南
に
位
置
す
る
「
滝
山
渓
谷

グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
は
、星
田

川
中
流
に
あ
る
星
田
池
と
第
二
星
田
ダ
ム

と
の
間
の
「
滝
山
渓
谷
」
に
沿
っ
て
整
備

さ
れ
た
全
長
約
1.6
km
の
コ
ー
ス
。
こ
の
渓

谷
は
、
起
伏
の
多
い
変
化
に
富
ん
だ
流
れ

と
緑
豊
か
な
景
観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
な
く
、十
万
年
以
上
か
け
て
急
流
が

作
り
あ
げ
た
40
余
り
の
甌お
う

穴け
つ

群
（
町
指
定

天
然
記
念
物
）
が
見
ら
れ
る
な
ど
貴
重
な

自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
5
0
年

（
昭
和
25
年
）
に
か
ん
が
い
用
ダ
ム
と
し

て
星
田
池
が
造
ら
れ
、1
9
8
3
年
（
昭

和
58
年
）
に
第
二
星
田
ダ
ム
が
完
成
。
そ

の
後
、渓
谷
一
帯
の
豊
か
な
自
然
を
活
か

そ
う
と
、平
成
4
年
度
か
ら
3
年
間
か
け

て
県
営
水
環
境
整
備
事
業
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

星
田
池
の
土
手
の
下
に
は
、
美
し
い
自

然
公
園
が
あ
り
、
管
理
施
設
か
ら
放
水
さ

れ
る
水
と
周
囲
の
緑
が
溶
け
込
ん
で
、
ま

さ
に
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
が
降
り
注
ぐ
か

の
よ
う
な
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
か
ら
渓
流
に
沿
っ
た
遊
歩
道

を
歩
き
ま
す
。
地
形
に
よ
っ
て
様
々
に
変

化
す
る
水
の
表
情
や
景
観
を
楽
し
み
な
が

ら
進
む
と
、
甌
穴
が
あ
り
、
そ
の
自
然
の

造
形
の
不
思
議
な
形
に
興
味
を
引
か
れ
ま

す
。
中
で
も
、
巨
大
な
岩
に
2
つ
の
大
き

な
穴
が
開
い
た
「
鬼
の
臼
」
は
、
長
径
約

そ
の
ほ
か
美
星
町
に
は
天
然
ラ
ド
ン
の

「
鬼
ヶ
嶽
温
泉
」
や
「
星
の
郷
青
空
市
」
な

ど
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
が
待
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
の
ん
び
り
過
ご
し
て
リ
　

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
は
い
　

か
が
で
し
ょ
う
か
。

滝た

き

山や

ま

渓け

い

谷こ

く

グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
ロ
ー
ド

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

この印刷物は環境にやさしいインキを使用しています。

お問い合せ

岡
山
県
小
田
郡
美
星
町
役
場
創
星
課

1
0
8
6
6
ー

8
7
ー

3
1
1
1

自然公園甌穴 鬼の臼

※甌穴：急流が運んできた岩によって川床の岩が削られ、出来た窪み。

※

星田池 

至三山 

至
井
原 

至
小
田 

星田川 
大橋 

おにぎり橋 

案内休憩 
施設 

広域県道 

第二 
星田ダム 

唐川 
甌穴 

せせらぎ 
水路 

草生水路 

千枚皿 

鬼の臼 

鬼の手洗 
ふるさと岩 
遊歩道 

爺ヶ淵 

婆ヶ淵 

割岩 

兜岩 

甌穴群姥が岩 

エントランス広場 

管理休憩所 
(にぎりめし山） 

ほとり 
広場 

県道美袋 
井原線 

神代の滝 

313

35

至川上町 

至
井
原
市
芳
井
町 

至成羽町・高梁市 

鬼ヶ嶽温泉 
鬼の湯荘 

至
矢
掛
町
 

役場 

星の郷青空市 
中世夢が原 

至矢掛町小田 

至矢掛町川面 

星田池 

第二星田ダム 

主要地方道 
倉敷成羽線 

県道美袋 
井原線 

備中西部 
広域農道 滝山渓谷 

グリーンシャワーロード 

美星町 

滝山渓谷 
グリーンシャワーロード 

甌穴群姥が岩

遊歩道

エントランス広場
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こ
と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。
一
方
、
繊
維
業
界

の
日
本
市
場
は
、
繊
維
二
次
製
品
の
輸
入
量
が
こ
こ
２

年
間
で
８０
％
を
超
え
る
市
場
占
有
率
と
な
っ
て
お
り
、

国
内
の
生
産
が
著
し
く
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
物
を

作
る
現
場
が
中
国
に
移
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
産
業
の
空
洞
化
が
進
む
中
で
、
優
れ
た
技

術
を
持
つ
日
本
の
物
づ
く
り
の
伝
統
を
残
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
産
品
を
見
直
し
、
愛
用
し
て

い
た
だ
く
、
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら
も
、
環
境
に
配
慮

し
た
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
優
先
的
に
購
入
す

る
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
平
成
１３
年
４
月

の
『
グ
リ
ー
ン
購
入
法
』
施
行
と
同
時
に
、
日
本
被
服

工
業
組
合
連
合
会
で
は
『
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

マ
ー
ク
』
を
制
定
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
需
要

拡
大
と
国
産
愛
用
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
言
わ

れ
、
新
し
い
マ
ー
ク
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
グ
リ
ー
ン
購
入
法
」

で
は
、
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
を
１０
％
以
上
使
用
し
て
い
る

も
の
を
基
準
と
し
、
再
生
品
の
よ
り
一
層
の
普
及
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
制
服
・
作
業
服
の
グ
リ
ー

ン
調
達
の
判
断
基
準
と
な
る
も
の
に
は
、
日
本
環
境
協

会
・
エ
コ
マ
ー
ク
事
務
局
が
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
を
使
用

し
た
衣
服
の
基
準
と
し
て
、
製
品
全
体
の
重
量
比
で

り
、
２
０
０
０
年
度
（
平
成
１２
年
度
）
は
約
３６
万
ｔ
。

収
集
量
は
約
１２
万
ｔ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
方
も
３４
・

５
％
と
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
再
商
品

化
さ
れ
た
製
品
量
は
６
万
９，
０
０
０
ｔ
。
繊
維
に
再

製
品
化
さ
れ
た
量
は
約
３
万
８，
０
０
０
ｔ
で
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
再
生
繊
維
は
、
衣
料
で
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

中
心
に
使
わ
れ
て
お
り
、
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
ほ
と
ん
ど
が
岡
山
県
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
し
て
岡
山
県
の
ア
パ
レ
ル
産
業
界
が

担
う
役
割
は
大
き
く
、
素
材
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
な
が

ら
資
源
循
環
型
エ
コ
ロ
ジ
ー
商
品
の
開
発
と
販
路
開
拓

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
学
生
服
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
生
産
数
は
年
間

約
５，
０
０
０
万
着
。
そ
の
う
ち
Ｐ
Ｅ
Ｔ
再
生
繊
維
を

使
っ
た
も
の
の
シ
ェ
ア
は
ま
だ
わ
ず
か
。
今
年
の
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
た
「
グ※

リ
ー
ン
購
入
法
」
や
、
今
回
の

「
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
総
合
展
示
会
」
に
よ
り
、

再
生
繊
維
を
使
っ
た
製
品
の
割
合
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て

い
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
、
倉
敷
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
小
野
圭
造
専
務
取
締
役
（
岡
山
県
ア
パ
レ
ル
工
業

組
合
専
務
理
事
、
日
本
ジ
ー
ン
ズ
メ
ー
カ
ー
協
議
会
専

務
理
事
）
は
言
わ
れ
ま
す
。

「
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
」
の
「
国
産
」
の
意

義
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
国
際
的
レ
ベ
ル
で
考
え
れ
ば
、
自
国
の
廃
棄
物
は

自
国
内
で
処
理
を
行
う
こ
と
が
原
則
で
す
。
国
内
で
循

環
す
る
か
ら
こ
そ
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
義
を
発
揮
し
ま

す
。
日
本
国
内
で
生
産
し
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
自
国
内

で
再
資
源
化
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
と
し
て
活
用
す
る

※
グ
リ
ー
ン
購
入
法

（
国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
）

環
境
省
が
2
0
0
0
年
6
月
に
公
布
・
施
行
し
た
「
循
環
型
社
会
形
成

推
進
基
本
法
」
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
た
法
律
群
の
一
つ
。
国
な
ど
が

率
先
し
て
「
日
頃
購
入
し
て
い
る
商
品
を
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
中

か
ら
選
ぼ
う
」
と
い
う
法
律
。

※日本被服工業組合連合会（日被連）
国産エコ・ユニフォームマーク
「グリーン購入法」の制服・作業服の特定調達品目
に規定する判断基準を満たした、日本国内で生産さ
れた生地を使い日本国内で縫製された製品に添付さ
れるマーク。

学生衣料 
外衣用 

制服・作業服 
及び 

シャツ・ブラウス用 

学生衣料　内衣 
及び 

スポーツ用 

回収された使用済みペットボ
トル 

ペットボトルの固まりを粉々に
します 

複雑な分離工程を経て、PET
フレークを精製します 洗浄され、精製した

PETフレーク 

精製したペレット 

ペレットを
溶解し、紡
糸します 

原綿になります 

糸を細くしていきます 

混紡・撚糸工程を経て、再
生糸ができ上がります 

紡織後、製品化されます 

ペットボトルから商品ができるまで で
す
が
、
現
在
で
は
素
材
メ
ー
カ
ー
の
技
術
努
力
に
よ

り
、
柔
ら
か
さ
や
染
色
性
も
一
段
と
向
上
し
、
一
般
の

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
と
変
わ
ら
な
い
製
品
づ
く
り
が
実
現
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
場
に
展
示
さ
れ
た
製

品
に
触
っ
て
み
る
と
、
ど
れ
も
軽
く
て
柔
ら
か
。
淡
い

色
の
染
色
も
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
涼
し
そ
う
な
色
の

夏
の
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
は
コ
ス
ト
が
か
か

り
、
一
般
製
品
に
比
べ
て
価
格
的
に
高
く
な
る
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
素
材
メ
ー
カ
ー
と
ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
の
協
力
に
よ
り
、
バ
ー
ジ
ン
の
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
で
作
っ
た
も
の
と
変
わ
ら
な
い
価
格
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
１
階
の
展
示
場
で
は
、
そ
の
よ
う
な

努
力
を
続
け
て
き
た
素
材
メ
ー
カ
ー
各
社
の
展
示
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、
回
収
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
か
ら
３
つ
の
段
階
を
経
て
、
再
商
品
化
さ
れ

ま
す
。
ま
ず
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
を
粉
砕
し
て
フ
レ
ー
ク

状
に
し
、
溶
か
し
て
「
ペ
レ
ッ
ト
」
に
し
ま
す
。
こ
の

作
業
ま
で
は
、
日
本
全
国
に
５
〜
６
社
あ
る
専
門
業
者

が
行
っ
て
い
ま
す
。
次
に
、
素
材
メ
ー
カ
ー
が
「
ペ
レ

ッ
ト
」
を
溶
か
し
て
原
綿
を
作
り
、
そ
の
原
綿
か
ら
糸

を
作
り
、
織
物
素
材
を
作
り
ま
す
。
そ
し
て
、
岡
山
県

の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
が
、
そ
の
生
地
を
使
っ
て
、
縫

製
・
製
品
化
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
生
産
量
は
年
々
増
え
続
け
て
お

岡
山
県
の
ア
パ
レ
ル
産
業
は
、
倉
敷
市
児
島
地
域
を

中
心
に
、
学
生
服
を
含
め
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
全
般
、
ジ

ー
ン
ズ
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
エ
ア
の
分
野
で
日
本
有
数
の

一
大
産
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
県
内
企
業

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
岡
山
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
で

は
、
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
対
し
て
早
く
か
ら
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト

ル
を
原
料
と
す
る
再
生
繊
維
か
ら
作
ら
れ
た
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
な
ど
約
４
０
０
点
を
展
示
し
た
、
全
国
で
初
め
て

の
「
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
総
合
展
示
会
」
が
、

今
年
８
月
２７
日
か
ら
９
月
７
日
の
間
、
倉
敷
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
に
は
、
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に

取
り
組
む
県
内
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
１７
社
と
、
紡

績
・
合
繊
メ
ー
カ
ー
１１
社
、
副
資
材
商
社
３
社
の
計
３１

社
が
参
加
。
経
済
産
業
省
と
岡
山
県
の
支
援
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
３
階
・
４
階
の
展
示
場
・
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
に
は
、
県
内
の
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
学

生
服
や
オ
フ
ィ
ス
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
エ

ア
な
ど
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
国
産
エ
コ
・
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
種
類
の
豊
富
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
展

示
の
中
に
は
、
日
本
最
初
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
再
生
繊
維

使
用
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
参
考
出
品
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
風
合
い
や
染
色
性
に
課
題
が
あ
っ
た
そ
う

21
世
紀
・
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て

幅
広
い
分
野
で
始
ま
っ
て
い
る
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
す
る
「
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
」
シ
リ
ー
ズ
第
4
回
は
、
ア
パ
レ
ル
業
界
か
ら
岡
山
県

ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
岡
山
県
は
学
生
服
で
は
全
国
8
割
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
制
服
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
産
地
。
百
年
以
上
の
伝
統
を

持
つ
地
場
産
業
は
、
今
、
産
地
を
あ
げ
て
「
環
境
」
を
最
重
要
テ
ー
マ
に
、
P
E
T
ボ
ト
ル
再
生
繊
維
を
使
っ
た
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
日
本
の
ア
パ
レ
ル
業
界
を
リ
ー
ド
し
、
国
産
品
の
活
性
化
を
め
ざ
す
、
岡
山
県
の
ア
パ
レ
ル
業
界
最
前
線
を
取
材
し
ま
し
た
。

国産エコ・ユニフォームに取り組む
岡山県アパレル工業組合

シリーズ 

国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
総
合
展
示
会

倉敷ファッションセンター
岡山県・倉敷市・民間企業等の出資により、
ファッション産業の振興とサポートを目的
に、JR児島駅前に設置された業界・地域文
化の交流拠点施設。

参考出展
日本で初めてPET再生繊維を使って
作られた学生服。

国産エコ・ユニフォーム総合展示会
オフィスユニフォーム、ワーキングユニフォーム、スクール
ユニフォーム、介護ユニフォーム、スポーツユニフォームな
ど400点以上の国産エコ・ユニフォームを展示。国産品なら
ではの上質さや、日本有数のアパレル産地全体が環境をテー
マに積極的に取り組んでいることをアピール。また「日被連
国産エコ・ユニフォームマーク」の普及を啓蒙しました。
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21世紀・循環型社会の形成をめざして

り
ま
し
た
。
特
に
学
生
服
の
黒
の
深
み
は
大
き
な
課
題

で
し
た
が
、
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
い
い
素
材
が
作
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ス
ト
の
面
で
は
、

初
め
は
素
材
を
含
め
て
原
材
料
が
１０
〜
２０
％
高
く
、
さ

ら
に
各
段
階
で
割
高
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
紡
績
・

加
工
と
努
力
す
る
中
で
、
現
状
で
は
一
般
製
品
と
同
じ

価
格
に
な
り
ま
し
た
。
販
路
の
開
拓
に
つ
い
て
は
、
日

本
全
国
で
は
地
域
に
よ
っ
て
関
心
の
高
い
地
域
と
そ
う

で
な
い
所
が
あ
り
、
繰
り
返
し
展
示
会
や
説
明
会
を
行

っ
て
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
当
社
の
製
品
の
特
徴
は
、
品
質
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
こ
と
と
着
や
す
さ
に
あ
り
、
サ
イ
ズ
、
色
、
柄
、

素
材
な
ど
い
ろ
い
ろ
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
当
社
で
は

の
年
に
、
長
野
県
の
中
学
校
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ス

ク
ー
ル
企
画
部
の
藤
本
良
文
課
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。「

当
社
の
エ
コ
商
品
の
特
徴
は
『
エ
コ
マ
ー
ク
』
を

意
識
し
た
製
品
づ
く
り
を
行
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
１

９
９
６
年
に
素
材
メ
ー
カ
ー
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
Ｐ
Ｅ

Ｔ
再
生
繊
維
を
使
用
し
た
学
校
制
服
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｅ

Ｔ
再
生
繊
維
を
７０
％
以
上
使
用
し
た
制
服
が
長
野
県
内

４
中
学
校
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
エ
コ
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
、
２
０
０
１
年
度
ま
で
の
４
年
間

で
、
全
国
で
中
・
高
あ
わ
せ
て
約
１
０
０
校
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ

再
生
繊
維
を
使
用
し
た
制
服
を
採
用
。
そ
の
う
ち
尾
崎

商
事（
株
）の
制
服
が
中
・
高
校
で
約
６０
校
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
開
発
当
初
は
風
合
い
に
固
さ
が
あ
っ
た
り
し

ま
し
た
が
、
改
良
に
改
良
を
重
ね
、
一
般
の
も
の
と
変

わ
ら
な
い
品
質
に

な
り
ま
し
た
。
Ｐ

Ｅ
Ｔ
再
生
繊
維

は
、
細
い
繊
維
が

出
来
な
い
難
点
が

あ
り
ま
し
た
。
細

く
し
て
し
な
や
か

さ
を
出
す
と
、
破

れ
た
り
す
り
切
れ

た
り
し
や
す
く
な

る
の
で
、
そ
の
兼

ね
合
い
に
苦
労
し
ま
し
た
。
長
く
着
て
い
た
だ
け
る
よ

う
耐
久
性
の
あ
る
も
の
や
、
子
ど
も
の
成
長
に
合
わ
せ

て
袖
や
丈
が
伸
ば
せ
る
成
長
機
能
に
対
応
し
た
も
の
を

提
供
し
て
い
く
と
同
時
に
、
今
後
は
一
般
の
製
品
で
出

来
て
い
る
機
能
を
エ
コ
の
も
の
で
考
え
て
い
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
、
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
か
く

と
い
っ
た
快
適
な
素
材
や
人
の
特
性
を
研
究
す
る
科
学

と
し
て
生
理
人
類
学
の
理
論
を
導
入
し
た
着
心
地
の
よ

さ
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

岡
山
市
本
町
に
本
社
事
務
所
の
あ
る
テ
イ
コ
ク（
株
）

の
創
業
は
１
８
７
６
年
（
明
治
９
年
）、「
ト
ン
ボ
学
生

服
」
で
親
し
ま
れ
る
会
社
で
す
。
本
店
は
玉
野
市
八
浜

で
、
古
く
か
ら
県
南
で
綿
花
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
紡
績
か
ら
足
袋
の
製
造
を
行
い
、
学
生
服
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
総
合
メ
ー
カ
ー
へ
と
成
長
し
て
き
ま

し
た
。

「
当
社
で
は
、
学
生
服
が
８
割
を
占
め
、
ス
ポ
ー
ツ

ウ
エ
ア
、
オ
フ
ィ
ス
ウ
エ
ア
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
Ｐ

Ｅ
Ｔ
再
生
繊
維
に
よ
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
は
学
生
服
、

事
務
服
、
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
な
ど
で
『
エ
コ
マ
ー
ク
』

の
製
品
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
当
初
は
風
合
い
の

問
題
、
深
み
の
あ
る
色
が
出
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ

1995年（平成7年）に教育環境整備の一環として校庭植樹運
動「グリーンメセナ21」を開始。2001年度までに延べ1020
校に贈呈しました。また、1997年（平成9年）よりWWF企画
「ドラえもん自然はともだちコンテスト」に協賛。2000年
（平成12年）にはISO14001の認証を取得しました。そして、
全国で制服回収ボックスの設置を開始し、不用になった制服を
回収して、モップ、自動車の内装生地などに再製品化していま
す。

ト
ン
ボ
の
名
に
ち
な
み
、
四
万
十
川
の
流
れ
る
高
知
県
中
村

市
で
ト
ン
ボ
の
棲
め
る
美
し
い
自
然
を
守
ろ
う
と
始
ま
っ
た

「
ト
ン
ボ
王
国
」
を
1
9
8
5
年
（
昭
和
60
年
）
か
ら
支
援
。

そ
の
他
に
も
ビ
オ
ト
ー
プ
支
援
活
動
と
し
て
「
学
校
ビ
オ
ト
ー

プ
コ
ン
ク
ー
ル
」
な
ど
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
1
9
8

6
年
（
昭
和
61
年
）
よ
り
行
っ
て
き
た
「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ト

ン
ボ
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
は
16
回
目
を
迎
え
、
毎
年
6
万
点
強

の
応
募
が
あ
り
ま
す
。
保
全
活
動
を
広
め
る
た
め
に
学
校
や
企

業
で
の
ト
ン
ボ
池
づ
く
り
を
ノ
ウ
ハ
ウ
の
面
か
ら
支
援
。
社
内

に
も
「
ト
ン
ボ
環
境
委
員
会
」
を
設
け
、
身
の
ま
わ
り
の
で
き

る
こ
と
か
ら
エ
コ
活
動
を
し
よ
う
と
児
島
湖
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

に
参
加
す
る
な
ど
、各
事
業
所
で
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

５０
％
以
上
の
も
の
に
「
エ
コ
マ
ー
ク
」
を
付
け
て
き
ま

し
た
。「
日
被
連
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
マ
ー
ク
」

は
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
に
合
せ
て
設
け
ら
れ
た

マ
ー
ク
で
、
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
樹
脂
を
１０
％
以
上
使
用
し
、

日
本
国
内
の
工
場
で
生
産
さ
れ
た
も
の
に
付
け
ら
れ
ま

す
。「

日
被
連
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
マ
ー
ク
」
で

判
断
基
準
を
１０
％
以
上
と
低
率
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

素
材
の
開
発
を
容
易
に
し
、
製
品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
増
や
せ
る
こ
と
。
薄
い
も
の
や
淡
い
色
の
も
の
と
い

っ
た
素
材
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
再
生
繊
維

を
使
っ
た
製
品
の
需
要
を
拡
大
で
き
、
資
源
循
環
型
社

会
に
よ
り
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岡
山
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
は
、
岡
山
県
下
で
衣
料

品
の
製
造
お
よ
び
製
造
販
売
を
行
う
企
業
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
た
組
合
で
、設
立
は
１
９
５
９
年（
昭
和
３４
年
）、

組
合
員
数
１
２
６
社
（
平
成
１３
年
５
月
現
在
）
に
の
ぼ

り
ま
す
。
こ
の
組
合
企
業
の
特
色
は
、
企
業
相
互
が
強

い
連
帯
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
常
に
新
し
い
時
代
の
要

請
に
挑
戦
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
２１
世
紀
を

展
望
す
る
中
で
、
い
ち
早
く
「
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
、
１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
２
月
に
は
、
組

合
と
産
地
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
「
岡
山
県
ア
パ
レ
ル

産
地
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。「
産
地
エ
コ
宣
言
」

を
実
行
し
ま
し
た
。
現
在
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証

取
得
企
業
は
７
社
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
１３
年
１０
月

現
在
）。

国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
総
合
展
示
会
に
出
展
し

た
企
業
の
中
で
、
岡
山
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
の
理
事

長
・
副
理
事
長
を
努
め
て
い
る
「
明
石
被
服
興
業
株
式

会
社
」「
尾
崎
商
事
株
式
会
社
」「
テ
イ
コ
ク
株
式
会
社
」

の
各
社
に
、
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
の

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

瀬
戸
内
海
の
そ
ば
、
倉
敷
市
児
島
田
の
口
に
あ
る
明

石
被
服
興
業（
株
）は
、
岡
山
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
理

事
長
の
企
業
で
、
創
業
は
１
８
６
５
年
（
慶
応
年
間
）、

「
富
士
ヨ
ッ
ト
学
生
服
」
で
有
名
な
会
社
で
す
。

「
当
社
で
は
、
１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
よ
り
制

服
・
作
業
服
の
分
野
で
は
日
本
初
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
か

ら
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
生
産
を
開
始
し

ま
し
た
。初
め
は
製
品
の
均
一
化
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、

素
材
メ
ー
カ
ー
と
の
協
力
に
よ
り
、
製
品
の
仕
上
が
り

の
均
一
化
、

風
合
い
へ
の

技
術
開
発
が

積
み
重
ね
ら

れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、

柄
も
の
や
涼

し
い
素
材
も

可
能
に
な
り
、

素
材
ご
と
に

適
し
た
デ
ザ

イ
ン
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
こ
み
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
再
生
繊
維
に
よ
る
学
生
服
・
オ
フ

ィ
ス
ウ
エ
ア
・
作
業
服
・
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
・
介
護
服

を
生
産
し
、
２
０
０
１
年
よ
り
『
日
被
連
国
産
エ
コ
・

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
』
認
定
マ
ー
ク
の
導
入
を
行
っ
て
い
ま

す
。
資
源
の
国
内
循
環
に
貢
献
し
、
可
能
な
限
り
上
質

な
製
品
を
提
供
す
る
と
い
う
当
社
の
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
理
念
を
販
売
店
や
消
費
者
の
方
々

に
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
社
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
部
の
國
富

隆
人
部
長
は
言
わ
れ
ま
す
。
明
石
被
服
興
業（
株
）で
は
、

１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
業
界
初
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
を
認
証
取
得
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
っ
て
資
源
を
節
約
し
た
り
、
包
装
資
材
の
軽
量
化
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休
閑
地
約
８
０
０
坪
を

社
員
の
家
庭
菜
園
に
し
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
然
を
育

て
る
難
し
さ
や
喜
び
を
体
験
す
る
中
で
環
境
に
対
す
る

真
摯
な
取
り
組
み
姿
勢
を
培
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

同
じ
児
島
田
の
口
に
あ
る
尾
崎
商
事（
株
）は
、「
カ

ン
コ
ー
学
生
服
」
で
お
な
じ
み
の
老
舗
。
２
年
後
に
創

業
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
小
・
中
・
高
校
の
学
生

服
、
体
操
服
、
オ
フ
ィ
ス
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
生
産
し
、

全
国
で
初
め
て
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
か
ら
作
っ
た
学
生
服

が
、
１
９
９
８
年
（
平
成
１０
年
）
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

強
い
連
帯
意
識
で
時
代
に
挑
戦
す
る
、

「
岡
山
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
」。

地球環境配慮の原点は、土や緑に親しむことだと考え、
2000年4月に明石菜園がオープン。社員が家族と一緒
に汗を流す「ホリデー・アグリ」にいそしんでいます。

明石被服興業（株）本社　＜写真右＞
最新鋭の縫製機器、環境に優しいシステムなどを積極的に
導入。本社工場に設置された太陽光発電システムは、年間
9,100Zの二酸化炭素の削減に貢献しています。

2001年にリニューアルされた山口県の宇部工場は環境に
配慮した全国屈指の縫製工場として、夜間電力を利用する
氷蓄熱式空調システムや、雨水・生活排水を再利用した中
水設備の導入、大気汚染に負担の少ないLP（液化天然）ガ
スを使用しています。
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岡
山
県
で
は
、
傷
つ
い
た
野
生
鳥
獣
の
保
護
看
護
の

た
め
、
県
内
３
カ
所
の
施
設
を
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
と

し
て
指
定
し
、
救
護
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
北

部
に
は
津
山
市
鶴
山
公
園
動
物
園
、
県
中
部
に
は
岡
山

県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
、
県
南
部
に
は
池
田
動
物
園
が

あ
り
、
様
々
な
傷
病
鳥
獣
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
獣
医
師
の
診
察

や
治
療
、
エ
サ
や
り
な
ど
の
飼
育
を
続
け
、
全
快
し
た

も
の
を
自
然
界
に
戻
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
年

間
５
０
０
匹
（
羽
）
を
超
え
る
傷
病
鳥
獣
を
保
護
し
て

い
る
池
田
動
物
園
を
取
材
し
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
や
キ
リ
ン
、
ゾ
ウ
、
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
な

ど
世
界
の
動
物
を
一
堂
に
集
め
、
多
く
の
人
々
か
ら
親

し
ま
れ
て
い
る
岡
山
市
京
山
の
池
田
動
物
園
。
傷
つ
い

た
野
生
動
物
を
保
護
す
る
「
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
の
も
う
一
つ
の
役
割
に
つ
い
て
、
池
田
動
物
園
の

忠
政
智
登
士
副
園
長
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
池
田
動
物
園
が
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
と
し
て
県
か

ら
委
託
を
受
け
た
の
は
１
９
７
４
年
（
昭
和
４９
年
）。

私
立
の
施
設
で
す
が
、
情
操
教
育
の
役
目
を
担
う
動
物

園
と
し
て
傷
病
鳥
獣
の
保
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
は
県
内
各
地
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
傷
病
動
物
が
持
ち

込
ま
れ
て
来
ま
す
。
ス
ズ
メ
や
ツ
バ
メ
、
サ
ギ
な
ど
の

鳥
類
か
ら
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
タ
ヌ
キ
、
ア
ナ
グ
マ
、
大

き
い
も
の
で
は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
も

来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
傷
病
の
原
因
は
交
通
事
故
に

遭
っ
た
り
、
電
線
や
窓
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
釣
り
の
テ

グ
ス
が
引
っ
か
か
っ
た
り
と
実
に
様
々
。
骨
が
折
れ
た

り
、
羽
が
折
れ
た
り
、
傷
つ
い
た
り
、
傷
病
の
状
況
も

様
々
で
す
。
保
護
し
た
動
物
は
、
必
要
で
あ
れ
ば
獣
医

の
診
察
を
受
け
、
投
薬
や
治
療
を
し
な
が
ら
、
エ
サ
を

与
え
る
な
ど
の
飼
育
を
続
け
ま
す
。
し
か
し
、
動
物
園

で
生
ま
れ
育
っ
た
動
物
と
違
い
、
自
然
の
中
で
生
ま
れ

た
動
物
は
エ
サ
付
け
か
ら
難
し
い
。
傷
つ
い
た
り
弱
っ

た
り
し
て
い
る
も
の
に
エ
サ
を
食
べ
さ
せ
る
技
術
や
判

断
に
は
、
言
葉
に
言
い
表
わ
せ
な
い
き
め
細
か
な
配
慮

岡
山
県
内
に
3
カ
所
あ
る
「
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
」
は
、
負
傷
し
た
り
衰
弱
し
た
り
し
た
野
生
動

物
を
保
護
・
飼
育
し
、
全
快
の
後
、
自
然
復
帰
さ
せ
て
い
ま
す
。
全
県
一
帯
か
ら
傷
病
動
物
が
運
ば

れ
て
く
る
「
池
田
動
物
園
」
で
は
こ
こ
数
年
、
持
ち
込
ま
れ
る
傷
病
動
物
の
数
が
増
え
、
10
年
前
の

約
3
倍
。
年
間
5
2
5
匹
に
な
っ
て
い
ま
す
。
背
景
に
は
開
発
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
池
田
動
物
園
の
鳥
獣
保
護
活
動
を
通
し
て
、
人
間
社
会
と
野
生
動
物
が
共
存
で
き
る
社
会
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

０ 

１００ 

２００ 

３００ 

４００ 

５００ 

６００ 

２０００ １９９５ １９９０ １９８５ １９８０ （年度）

匹（羽） 

鳥獣保護センター保護実績 

池田動物園 
鶴山動物園 
自然保護センター 

鳥獣保護 
センター 
鳥獣保護 
センター 

9月下旬に保護された交通事故で左側の腰から足を複雑骨折したシカ。
交通社会の犠牲になる動物もいます。

9月下旬、羽がネットにからまり、骨までむき出
しになっているところを保護されたチュウサギ。
回復後、10月中旬に自然復帰しました。
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０ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 

２５ 

３０ 

３５ 

４０ 

０ 

５ 

１０ 

１５ 

２０ 

２５ 

３０ 

３５ 

１９９３ ９４ ９５ ９６ ９７ ９８ ９９ ２０００年 

（万トン） （％） 

生産量（左目盛り） 
リサイクル率（右目盛り） 

P
E
T
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

P
E
T
ボ
ト
ル
の
原
料
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
・
テ
レ
フ
タ
レ

ー
ト
（P

o
ly
E
th
yle
n
T
e
re
p
h
ta
la
te

）
と
呼
ば
れ
る
樹
脂
。

軽
く
て
持
ち
運
び
し
や
す
い
、
衝
撃
に
強
い
、
衛
生
上
安
全
、

外
観
が
美
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
生
産
量
は
年
々
増
え
、
1
年

間
に
生
産
さ
れ
る
量
は
約
40
万
ｔ
（
2
0
0
0
年
）。
こ
の
う
ち

約
84
％
が
清
涼
飲
料
水
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
よ
り
P
E
T
ボ
ト
ル
の
収
集
量
が
増
え
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

P
E
T
ボ
ト
ル
が
再
製
品
化
（
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）

に
適
し
て
い
る
理
由
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
純
度
が
高
い
こ
と
。

様
々
な
種
類
が
混
ざ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
比
べ
、
再
生

化
に
優
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
燃
料
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）
す
る
に
は
発
熱
量
が

低
く
（
種
類
の
混
ざ
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
を
完
全
燃
焼
さ

せ
る
と
約
１
万
Z
／
O

の
高
燃
焼
カ
ロ
リ
ー
が
発
生
。
P
E
T

ボ
ト
ル
の
場
合
は
紙
や
木
と
同
じ
約
5，

5
0
0
Z
／
O
。
炭

素
・
水
素
・
酸
素
の
3
元
素
か
ら
で
き
て
い
る
た
め
、
燃
や
し

て
も
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
発
生
し
ま
せ
ん
）、
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
に
比
べ
て
燃
料
と
し
て
の
再
資
源
化
に
は
不
利
な
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

収
集
さ
れ
た
P
E
T
ボ
ト
ル
は
、
繊
維
製
品
の
ほ
か
、
シ
ャ

ン
プ
ー
な
ど
の
ボ
ト
ル
容
器
、
文
具
な
ど
に
再
製
品
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

PETボトルの生産量及びリサイクル率

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証
取
得
の
ほ
か
、
製
造
・
販

売
を
通
じ
て
様
々
な
角
度
か
ら
自
然
環
境
を
守
る
た
め

の
活
動
を
行
う
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト『
グ
リ
ー
ン
ア
イ
』

を
独
自
に
設
け
、人
と
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
づ
く
り
、

不
用
に
な
っ
た
制
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
」
と
開
発
本
部
の
田
窪
啓
二
本
部
長
（
兼
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
部
長
）。
日
被
連
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

マ
ー
ク
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
岡
山
県
ア
パ
レ
ル
工

業
組
合
全
体
で
国
内
産
業
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
江
戸
時
代
、
児
島
に
あ
る
瑜
加
山
は
、
四
国
の
金

毘
羅
と
の
『
両
参
り
』
で
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ
の

参
詣
の
際
の
お
土
産
と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
の
が
『
真

田
紐
』
と
い
わ
れ
る
木
綿
の
紐
で
す
。
色
と
り
ど
り
の

き
れ
い
な
色
に
染
め
ら
れ
た
真
田
織
の
草
履
の
紐
や
帯

紐
は
、
児
島
名
産
と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
や
が
て
、

江
戸
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
は
足
袋
の
縫
製
で
岡
山
県

は
日
本
一
の
足
袋
の
産
地
に
な
り
、
そ
の
技
術
を
活
か

し
て
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
へ
と
学
生
服
の
一
大
産
地

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
、
繊
維
の
統
制

が
解
除
さ
れ
る
と
再
び
学
生
服
王
国
に
な
り
、
全
国
一

の
生
産
を
誇
り
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
代
（
昭
和
３０
年

代
）
後
半
に
な
る
と
、
学
生
服
の
合
成
繊
維
化
が
進
み
、

そ
の
後
、
１
９
８
８
年
（
昭
和
６３
年
）
に
デ
ザ
イ
ナ
ー

ズ
ブ
ラ
ン
ド
を
導
入
。
学
生
服
が
単
に
学
生
の
証
で
あ

り
、
強
く
て
丈
夫
で
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
だ
け
の
も
の

で
は
な
く
な
り
、
多
様
化
す
る
指
向
の
中
で
学
校
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の
、
す
な
わ
ち
ス
ク
ー
ル
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
担
う
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
児
島
は
時
代
の
先
駆
者
と
し
て
方
向

を
見
据
え
、新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
た
産
地
で
す
。

こ
れ
が
生
き
残
っ
て
き
た
要
因
で
あ
り
、
こ
の
伝
統
を

活
か
し
て
次
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
」

今
、
海
外
輸
入
品
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
で
、
産
地
を
い
か

に
活
性
化
し
て
い
く
か
。
新
た
な
時
代
の
転
機
に
立
た

さ
れ
る
中
、
国
内
産
の
付
加
価
値
を
よ
り
高
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
明
石
被
服
興
業（
株
）の
國
富
部
長
は
言

わ
れ
ま
す
。
付
加
価
値
と
は
、
素
材
機
能
の
優
れ
た
も

の
や
着
心
地
の
良
い
も
の
。
吸
汗
・
速
乾
性
の
素
材
、

抗
菌
性
の
素
材
、
遠
赤
外
線
素
材
な
ど
が
あ
り
、
Ｐ
Ｅ

Ｔ
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
も
そ
の
中
の
一
つ
。
国

産
品
の
着
心
地
が
い
い
・
健
康
に
い
い
・
環
境
に
い

い
、
と
い
っ
た
消
費
者
に
対
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
を
納

得
・
共
感
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
岡
山
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合
で
は
毎
年
イ
タ
リ

ア
の
パ
タ
ー
ン
ナ
ー
を
招
聘
。
最
先
端
の
パ
タ
ー
ン
技

術
の
習
得
を
積
み
上
げ
て
国
産
技
術
の
向
上
に
努
め
、

着
心
地
へ
の
こ
だ
わ
り
や
上
質
な
も
の
づ
く
り
を
追
求

し
、
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
活
か
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
再
生
繊
維
に
よ
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
取
り
組

み
始
め
た
頃
は
、「
ご
み
を
服
に
す
る
な
ん
て
」
と
い

う
抵
抗
感
が
あ
り
、
消
費
者
の
理
解
を
得
ら
れ
る
の
が

難
し
か
っ
た
と
３
社
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
品
質
や
価
格

に
も
ご
苦
労
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
一
般
製
品
と
変

わ
ら
な
い
製
品
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

資
源
の
循
環
は
、
回
収
す
る
だ
け
で
も
再
製
品
化
す
る

だ
け
で
も
成
り
立
た
ず
、
再
生
製
品
を
み
ん
な
で
広
く

利
用
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
ま
す
。
日
本
国
内
で
の
資

源
循
環
と
国
内
の
産
地
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
国
産
エ

コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
。
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
対
応
し
た

日
被
連
国
産
エ
コ
・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
マ
ー
ク
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
環
境
に
取
り
組
む
地
場
産
業
の
発
展
に

も
貢
献
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

※
パ
タ
ー
ン
ナ
ー

（
デ
ザ
イ
ン
画
を
見
て
立
体
的
な
型
作
り
を
す
る
技
術
者
）

21世紀・循環型社会の形成をめざして

江
戸
時
代
か
ら
続
く
繊
維
産
業
の
伝
統
、

激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く
児
島
の
歴
史
。

PETボトルリサイクル推進協議会
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「
野
生
動
物
は
、
野
生
で
生
ま
れ
て
野
生
で
死
ん
で

い
く
と
い
う
こ
と
が
自
然
の
生
態
系
の
中
で
営
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
人
間
社
会
の
影
響
で
傷
つ
い
た
り
、
絶
滅

の
お
そ
れ
が
あ
る
種
を
保
護
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
野
生
動
物
は
農
林
水
産
業
と
も

密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
な

ど
の
深
刻
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
生

動
物
保
護
の
と
ら
え
方
は
都
市
部
と
農
村
部
に
よ
っ
て

も
違
う
な
ど
、
個
人
的
な
と
ら
え
方
に
よ
っ
て
違
う
面

も
あ
り
ま
す
」

県
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
県
内
の
鳥
獣
に
よ
る
被
害

状
況
は
こ
こ
１０
年
間
、
約
５
億
円
前
後
で
推
移
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
鳥
類
の
被
害
は
減
少
し
て
き
て
お
り
、

全
体
の
約
３
割
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
サ
ル
等
の
大
型

獣
類
に
よ
る
被
害
が
増
大
し
て
き
て
い
ま
す
。
中
で
も

平
成
１２
年
度
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
全
体
の
４３
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
場
合
は
、

精
神
的
な
被
害
が
大
き
く
、
怖
い
、
夜
外
に
出
ら
れ
な

い
な
ど
住
民
の
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
の
原
因
に
つ
い
て
、
武
田
主
査
は
、
か
つ

て
は
人
間
の
生
産
活
動
の
場
が
山
に
接
し
、
人
も
多
く

住
ん
で
い
た
が
、
今
で
は
農
業
を
や
め
た
り
、
過
疎
化

で
生
産
活
動
が
後
退
し
、
野
生
動
物
が
人
の
生
活
圏
ま

で
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
、
広
葉
樹
の
減
少

に
よ
り
山
に
エ
サ
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
の
で
は
と
言
わ
れ
ま
す
。

一
方
で
人
間
社
会
の
被
害
者
で
あ
り
、
片
方
で
は
農

産
物
に
被
害
を
与
え
る
害
獣
で
も
あ
る
野
生
動
物
。
人

間
社
会
と
野
生
動
物
が
共
生
で
き
る
社
会
を
目
指
す
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
私
た
ち
の
不
注
意
に
よ
る
被
害
だ
け
で
も
な

く
し
て
い
く
た
め
に
、
釣
り
の
場
合
は
テ
グ
ス
を
き
ち

ん
と
始
末
し
た
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
際
に
は
食
べ

残
し
等
の
ゴ
ミ
を
持
ち
帰
る
な
ど
、
自
然
と
接
す
る
際

の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

池
田
動
物
園
の
鳥
獣
保
護
セ
ン
タ
ー
に
は
、
毎
日
の

よ
う
に
傷
病
鳥
獣
が
運
ば
れ
て
き
ま
す
。
今
回
、
保
護

さ
れ
た
野
生
動
物
た
ち
に
会
っ
て
み
て
、
傷
つ
き
な
が

ら
も
人
間
を
ま
っ
す
ぐ
に
見
つ
め
る
目
が
私
た
ち
に
何

か
を
訴
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

池田動物園（池田隆政園長）
池田動物園は、1952年（昭和

27年）に池田隆政氏と昭和天皇の
第四皇女厚子さんがご結婚された
翌年、1953年（昭和28年）2月
11日に開園。最初は牛、豚、鶏な
どの経済家畜を飼う「池田牧場」
として発足しました。そのうち野
生の動物も入ってきて「池田産業
動物園」に改名。1962年（昭和
37年）に野生動物だけの「池田動
物園」となりました。現在では
144種類の世界の動物がいる中堅
クラスの動物園に成長。日本国内
には約90カ所の動物園がある中
で、私立では一番大きい動物園と
なっています。
鳥獣保護センターに指定された

のは1974年（昭和49年）。鳥獣
保護法により一般では飼育・保護
できない傷ついた野生動物を受け
入れています。

動物愛護週間がスタートした9月20日、全快したチュウサギを旭川河川敷に放鳥
しました。野生動物は早く自然復帰させないと、人間に慣れてしまい、エサを採
ることもできなくなってしまいます。

9月下旬、足の包帯も取れ、歩けるようになりましたが、まだ充分
治っていない状態。このタヌキは保護から約１カ月後、10月に山
奥へと自然復帰しました。

鳥獣保護センターは一般に公開されてはいま
せんが、池田動物園の鳥のオリの中では、飛
ぶ練習などをするリハビリ中の保護鳥獣を見
ることができます。現在、テグスがからまっ
て負傷し、治療後のユリカモメ（自然復帰が
難しい）が飼育されています。

（財）日本鳥類保護連盟
ホームページ　http://www.ask.ne.jp/̃jspb/ 

や
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
り
ま
す
。
ヒ
ナ
の
場
合
は
す

り
餌
を
一
口
ず
つ
食
べ
さ
せ
た
り
、
野
生
復
帰
を
考
え

て
エ
サ
用
に
わ
ざ
わ
ざ
虫
を
発
生
さ
せ
た
り
も
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
症
状
に
よ
っ
て
は
飼
育
員
が
つ
き
っ
き

り
で
介
抱
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
広
い
オ

リ
で
飛
ぶ
練
習
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
を
し
、
野
生
に
出
て

自
分
で
エ
サ
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
完
全
回

復
す
る
と
、
自
然
豊
か
な
場
所
に
放
し
て
い
ま
す
」

池
田
動
物
園
の
２
０
０
０
年
度
の
救
護
数
は
５
２
５

匹
。
傷
病
動
物
の
増
加
と
と
も
に
獣
医
師
の
診
察
代
や

エ
サ
代
な
ど
同
園
が
負
担
す
る
費
用
も
急
増
し
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
忠
政
副
園
長
は
傷
病
動
物
は
人
間
社
会

の
犠
牲
者
、
で
き
る
限
り
救
い
た
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

保
護
し
た
動
物
の
う
ち
、
野
生
復
帰
で
き
る
の
は
半
数

以
下
。
骨
が
折
れ
た
り
、
羽
が
折
れ
た
り
し
た
鳥
獣
は

完
全
回
復
が
難
し
く
、
野
生
に
戻
し
て
も
生
き
て
い
け

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
野
生
復
帰
で
き
な
い
傷
病
鳥
獣

を
集
め
て
、
一
生
飼
育
で
き
る
よ
う
な
施
設
が
あ
れ
ば

と
も
言
わ
れ
ま
す
。

池
田
動
物
園
が
救
護
し
た
中
で
、
獣
類
は
６２
頭
、
鳥

類
は
４
６
３
羽
。
鳥
類
の
中
で
は
ヒ
ナ
が
約
４
割
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
約
半
数
は
「
勘
違
い
保
護
」
だ
と
か
。

こ
れ
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
巣
立
ち
の
時
期
、

飛
行
訓
練
を
し
て
い
る
ヒ
ナ
が
地
上
に
降
り
て
歩
い
た

り
休
ん
だ
り
し
て
い
る
の
を
見
て
、
巣
か
ら
落
ち
た
と

勘
違
い
し
て
拾
う
ケ
ー
ス
。
こ
こ
数
年
、
こ
の
よ
う
な

勘
違
い
保
護
が
増
え
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。
ヒ
ナ
は

虫
や
果
物
を
与
え
て
世
話
を
し
ま
す
が
、人
に
懐
か
ず
、

昨
年
度
で
は
約
半
数
し
か
自
然
復
帰
で
き
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
飛
行
訓
練
を
し
て
い
る
時
に
は
、
親
鳥
が
必

ず
ど
こ
か
で
見
守
っ
て
い
る
の
で
、
ケ
ガ
で
も
し
て
い

な
い
限
り
、
拾
っ
た
り
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い

た
方
が
良
い
の
だ
そ
う
で
す
。

野
生
生
物
は
自
然
の
生
態
系
の
一
部
を
構
成
し
、
資

源
や
精
神
・
文
化
の
糧
と
し
て
私
た
ち
に
多
く
の
恩
恵

を
も
た
ら
す
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。
岡
山
県
に

生
息
し
て
い
る
哺
乳
類
は
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、
イ
ノ

シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、

カ
ワ
ネ
ズ
ミ
、
ヤ
マ
ネ
な
ど
３５
種
類
が
生
息
。
鳥
類
は
、

日
本
で
観
察
さ
れ
る
約
５
５
０
種
の
う
ち
約
５５
％
に
あ

た
る
３
０
３
種
類
の
野
鳥
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
野

生
の
動
植
物
を
保
護
す
る
た
め
「
鳥
獣
保
護
法
」
や

「
天
然
記
念
物
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
狩
猟
を

免
許
制
に
し
て
狩
り
の
で
き
る
場
所
や
方
法
を
定
め
た

り
、
絶
滅
し
そ
う
な
動
植
物
な
ど
を
天
然
記
念
物
と
定

め
た
り
し
て
、
保
護
し
て
い
ま
す
。

岡
山
県
の
野
生
動
物
保
護
に
つ
い
て
、
岡
山
県
生
活

環
境
部
自
然
環
境
課
緑
化
鳥
獣
係
の
武
田
　
保
主
査
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

鳥獣保護センター 
池田動物園の傷病動物保護活動 

9月上旬、岡山市内で衰弱していたところを保護され
たチュウサギ。毛布で暖めたり、新鮮な魚や肉などの
エサを与えてもらい、回復に向かっているところ。

9月中旬、右前足を負傷したタヌキ。傷を舐めると回復が遅れるの
で、首に手作りの枠を付けています。

（財）日本鳥類保護連盟と（財）
日本野鳥の会主催、環境省
後援による「ヒナを拾わな
いでキャンペーン」。
親鳥の姿が近くに見えなく
ても、親鳥は必ずヒナのも
とへ戻って世話をします。
人がヒナのそばにいると、
かえって親鳥はヒナに近寄
れません。ヒナを見つけて
もそのままにしましょうと
呼びかけています。
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稲
刈
り
後
の
籾
の
水
分
は
２０
〜
２５
％
、
美
味
し
い
と

い
わ
れ
る
お
米
の
水
分
は
約
１５
％
。
天
日
干
し
で
ゆ
っ

く
り
水
分
を
抜
い
て
い
く
と
お
米
の
質
も
い
い
と
い
わ

れ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

田
に
木
を
打
ち
こ
み
、
木
を
組
ん
で
「
い
な
は
で
」

を
作
る
。

稲
束
の
根
元
を
６
対
４
の
割
合
で
分
け
、
い
な
は

で
に
か
け
る
。

次
は
４
対
６
の
割
合
で
根
元
を
分
け
、
隙
間
が
で

き
な
い
よ
う
に
　
と
交
互
に
い
な
は
で
に
か
け
て

い
く
。

上
部
の
切
り
口
の
高
さ
を
揃
え
な
が
ら
稲
束
を
か

け
て
い
き
、
上
の
段
に
も
同
様
に
稲
を
か
け
て
い

く
。

約
２
週
間
天
日
干
し
に
す
る
。

†
「
ふ
ー
っ
、
稲
っ
て
重
い
ね
。
は
で
の
所
ま

で
運
ん
で
来
る
の
も
結
構
疲
れ
る
よ
」

©
「
稲
刈
り
は
人
手
が
い
る
の
ね
。
と
く
に
天

日
干
し
は
手
間
が
か
か
る
わ
」

約
２
週
間
後
の
お
天
気
の
よ
い
日
に
脱
穀
で
す
。
い

な
は
で
か
ら
稲
の
束
を
降
ろ
し
、
稲
穂
を
脱
穀
機
に
入

れ
て
籾
だ
け
を
分
離
し
ま
す
。
籾
は
袋
に
入
り
、
籾
を

取
っ
た
稲
の
束
は
ワ
ラ
と
し
て
、
肥
料
な
ど
様
々
な
用

途
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

乾
燥
機
に
入
れ
、
さ
ら
に
乾
燥
さ
せ
る
。

水
分
１５
％
は
、
お
米
の
味
が
よ
い
だ
け
で
な
く
、

貯
蔵
に
も
よ
い
割
合
。

籾
殻
を
取
り
除
き
、
玄
米
に
す
る
。（
籾
摺
り
）

出
荷

収
穫
を
祝
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
て
み
ま
し
た
。
は
ん

ご
う
で
炊
い
た
新
米
は
つ
や
つ
や
。
ふ
っ
く
ら
と
し
て

い
い
香
り
で
す
。

†
「
こ
れ
は
う
ま
い
！
自
分
で
汗
を
流
し
た
お

米
は
よ
け
い
に
お
い
し
く
感
じ
る
ね
！
」

©
「
お
い
し
ー
い
！
一
粒
で
も
も
っ
た
い
な
い

感
じ
ね
」

今
回
、
米
作
り
を
体
験
し
た
田
ん
ぼ
は
約
１.５
ａ
。
江

草
さ
ん
に
お
聞
き
す
る
と
、
約
９０
ｋｇ
を
収
穫
し
た
こ
と

に
な
る
そ
う
で
す
。（
１
俵
（
約
６０
ｋｇ
）
の
価
格
は
、

品
質
に
よ
っ
て
約
１
２，

０
０
０
円
〜
約
１
５，

０
０

０
円
）

田
植
え
と
稲
刈
り
を
し
た
だ
け
の
米
作
り
体
験
で
し

た
が
、
人
の
手
で
一
つ
ひ
と
つ
作
業
を
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
な
労
働
だ
と
解
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
天
気
や

土
、
水
と
い
っ
た
自
然
を
相
手
に
作
物
を
作
る
難
し
さ

や
厳
し
さ
に
も
少
し
だ
け
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
農
業
体
験

を
し
て
、
作
物
を
身
近
に
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

カ
ン
ち
ゃ
ん
感
想

平
成
13
年
9
月
　
晴
れ

今
日
は
、
待
ち
に
待
っ
た
稲
刈
り
。
刈
取
り
作
業
は
、

ち
ょ
っ
と
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
収
穫
の
喜
び
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
、
充
実
し
た
一
日
で
し

た
。
自
然
の
恵
み
に
感
謝
感
謝
。

キ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
感
想

お
米
が
で
き
る
ま
で
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
作
業
が
あ

る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
本
当
に
重
労
働
な
ん
だ
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
他
の
作
物
を
作
る
時
も
、
き
っ
と
い
ろ
ん

な
苦
労
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
な
。
自
然
を
相
手
に
作
物
を
作

っ
て
い
る
農
家
の
み
な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す
。

脱
穀

稲
を
干
す

脱
穀
後
の
作
業

食
べ
る
！

残
暑
の
残
る
９
月
初
め
、
田
植
え
体
験
を
し
た
備
中

町
の
田
ん
ぼ
を
再
び
訪
ね
ま
し
た
。
谷
合
い
の
棚
田
は

黄
色
に
染
ま
り
、
稲
の
穂
が
頭
を
垂
れ
て
い
ま
す
。

「
う
わ
あ
ー
、
出
来
て
る
出
来
て
る
、
稲
穂
が
垂
れ

て
い
る
よ
！
」「
す
ご
い
ね
、
田
植
え
か
ら
約
４
カ
月

で
こ
ん
な
に
な
る
ん
だ
ね
！
」。
田
植
え
を
し
た
時
か

ら
一
変
、
見
違
え
る
よ
う
な
一
面
黄
金
色
に
な
っ
た
田

ん
ぼ
の
風
景
に
ビ
ッ
ク
リ
。
中
に
は
８
月
下
旬
の
台
風

１１
号
の
た
め
稲
が
全
部
倒
れ
て
し
ま
っ
た
田
ん
ぼ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
田
植
え
体
験
を
し
た
田
ん
ぼ
の
稲
は
一

部
倒
れ
て
い
る
だ
け
で
元
気
に
立
っ
て
い
ま
す
。
農
家

の
江
草
滝
男
さ
ん
（
７２
歳
）
に
、
田
植
え
以
降
の
田
ん

ぼ
の
作
業
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「5月にボクが植えた稲はどうなっているかな～、元気に育っているか
な～」「1株1株、手で植えたものね。もうすぐ稲刈りよね」「最近では、
機械で稲刈りしながら同時に脱穀までしてしまうらしいよ」「脱穀って、
稲の穂先についている籾を取ることでしょう？棚田では大きな機械は
使えないし、どうやって収穫作業をするのかな」
そんな会話で盛り上がるカンちゃんとキョウちゃんのもとに、田植え
体験でお世話になった農家から、稲刈りの日にちの連絡が入りました。
いよいよ稲刈りに挑戦です。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
稲
刈
り
体
験
。
稲
の
持
ち
方
、
稲

刈
り
用
カ
マ
の
使
い
方
、
束
ね
た
稲
の
く
く
り
方
を
教

え
て
も
ら
っ
て
、
稲
を
刈
っ
て
い
き
ま
す
。

稲
を
１
株
持
ち
、
稲
刈
り
用
の
カ
マ
で
刈
る
。

©
「
意
外
に
ザ
ク
ッ
と
切
れ
る
ね
、
こ
れ
は
楽

し
い
」

†
「
こ
の
中
腰
っ
て
い
う
姿
勢
が
キ
ツ
い
よ
…
」

約
１０
株
で
１
束
に
す
る
。

１
束
を
、
用
意
し
て
い
た
ワ
ラ
３
本
で
く
く
る
。

・
根
元
の
方
を
ワ
ラ
で
巻
く

・
ワ
ラ
を
ね
じ
り
、
よ
り
を
か
け
て
し
っ
か

り
締
め
る

・
ね
じ
っ
た
ワ
ラ
を
巻
い
た
ワ
ラ
の
隙
間
に

入
れ
て
止
め
る

†
「
あ
れ
っ
？
ど
う
だ
っ
け
？
束
の
く
く
り
方

が
難
し
い
よ
ー
」

©
「
ふ
む
ふ
む
、
長
年
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た

効
率
的
で
丈
夫
な
く
く
り
方
だ
わ
」

自然とのふれあいやものづくりを通して、
環境を考える体験シリーズ　

稲
刈
り

◆
田
植
え
 

◆
肥
料（
分
蘖
肥
え
） 

◆
肥
　
料
 

◆
穂
が
出
る
 

◆
花
が
咲
く
 

◆
カ
メ
虫
予
防
薬
 

◆
黄
色
く
な
り
始
め
る
 

◆
稲
刈
り
 

※このほかにも水の世話や田の雑草取りを行います。 
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気
測
定
局
に
お
い
て
依
然
と
し
て
達
成
し
て
お
ら
ず
、

濃
度
も
環
境
基
準
値
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
大
気
の
汚
染
状
況
の
調
査
を
実

施
し
た
。
調
査
地
点
は
玉
野
市
立
日
比
市
民
セ
ン
タ
ー

（
玉
野
市
）、
瀬
戸
町
役
場
（
瀬
戸
町
）、
松
江
（
倉
敷

市
）、
茂
平
（
笠
岡
市
）、
高
梁
地
方
振
興
局
（
高
梁
市
）、

新
見
（
新
見
市
）、
久
世
町
役
場
（
久
世
町
）、
津
山
地

方
振
興
局
（
津
山
市
）、
県
吉
野
寮
（
美
作
町
）
の
９

地
点
で
あ
る
。

調
査
し
た
結
果
、
９
地
点
中
８
地
点
で
環
境
基
準
を

達
成
し
た
が
、
玉
野
市
立
日
比
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

酸
性
雨
の
状
況

岡

山

市

≈

�

興 除  
山 南  
上 南  
江 並  
出 石  
南 輝  
吉 備  
清 輝  
南 方  
西 大 寺  
東 岡 山  
庭 瀬  
青 江  
高 倉 山  
監視センター 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
⑧ 
⑨ 
１０ 
１１ 
⑫ 
⑬ 
１４ 
１５ 

倉

敷

市

Ã

�

春 日  
広 江  
二 福  
港 湾 局  
松 江  
呼 松  
宇 野 津  
塩 生  
連 島  
国設倉敷  
豊 洲  
天 城  
茶 屋 町  
郷 内  
駅 前  

１６ 
１７ 
１８ 
１９ 
２０ 
２１ 
２２ 
２３ 
２４ 
２５ 
２６ 
２７ 
２８ 
２９ 
３０ 

玉

野

市

¿

�

西 阿 知  
玉 島  
児 島  
田 の 口  
大 高  
日 比  
　 玉 　  
渋 川  
宇 野  
向日比１丁目 
向日比２丁目
日比２丁目 
後 閑  
用 吉  
大 磯  

３１ 
３２ 
３３ 
３４ 
３５ 

３６ 
３７ 

３８ 
３９ 
４０ 
４１ 
４２ 
４３ 
４４ 

４５ 

備

前

市

¡

�

総
社 

笠
岡
市
ª�

寺 間  
茂 平  
笠 岡  
総 社  
久 代  
伊 部  
浦 伊 部  
沖 浦  
三 石  
鶴 海  
東 片 上  
穂 浪  
野 谷  
佐 山  
津 山  

４６ 
４７ 
４８ 
４９ 
５０ 
５１ 

５２ 
５３ 
５４ 
５５ 
５６ 
５７ 
５８ 
５９ 
６０ 

そ
の
他
市
町
村
¬

�

井 原
新 見
山 陽
灘 崎
早 島
長 津
船 穂
金 光
真 備
日 生
寄 島

６１ 
６２ 
６３ 

６４ 
６５ 
６６ 

６７ 
６８ 
６９ 
７０ 
７１ 

全測定局７１局 

（○：自動車排出ガス測定局） 

区　　　　分 

二 酸 化 硫 黄  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント 

浮 遊 粒 子 状 物 質  

一 酸 化 炭 素  

ベ ン ゼ ン  

トリクロロエチレン 

テトラクロロエチレン 

ダ イ オ キ シ ン 類  

1時間値の1日平均値が0.04ppm以下であり、かつ、1時間値が 
0.1ppm以下であること。 

１時間値の1日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン 
内又はそれ以下であること。 

1時間値が0.06ppm以下であること。 

1時間値の1日平均値が0.10mg／　 以下であり、かつ、１時間 
値が0.20mg／　 以下であること。 

1時間値の1日平均値が10ppm以下であり、かつ、1時間値の8 
時間平均値が20ppm以下であること。 

1年平均値が0.003mg／　 以下であること。 

1年平均値が0.2mg／　 以下であること。 

1年平均値が0.2mg／　 以下であること。 

年平均値が0.6pg-TEQ／　 以下であること。 
TEQ（毒性等量） 

環　　　　　境　　　　　基　　　　　準 

m 3

m3

m3

m3

m3

m3

環境大気測定局位置図

（岡山県生活環境部 環境管理課）

て
は
達
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
調
査
地
点
の
周
辺
に
お

い
て
現
地
調
査
を
実
施
し
た
が
、原
因
は
不
明
で
あ
る
。

（
ｐＨ
が
５.６
よ
り
も
低
い
雨
水
を
酸
性
雨
と
定
義
し
て
い
る
）

地
球
環
境
問
題
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
酸

性
雨
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
県
下
４
地
点
で
測
定

を
実
施
し
た
。

各
測
定
地
点
の
pH
年
平
均
値
は
４.５
〜
４.７
の
範
囲
に
あ

り
（
倉
敷
地
方
振
興
局：

４.６
、
阿
新
地
方
振
興
局：

4.7
、
勝
英
地
方
振
興
局：

４.６
、
吉
備
高
原
都
市：
４.５
）、

平
成
２
年
度
か
ら
実
施
し
た
県
下
の
pH
の
年
平
均
値
４.７

〜
４.９
よ
り
も
や
や
低
い
傾
向
に
あ
っ
た
。

大気汚染に係る環境基準

http://www.pref.okayama.jp/seikatsu/kankanri/kansido.htm

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
環
境
調
査

岡
山
県
の
環
境
大
気
に
つ
い
て
、
県
及
び
岡
山
市
、

倉
敷
市
等
関
係
５
市
が
一
般
環
境
大
気
測
定
局
５８
局
、

自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
１２
局
、
気
象
観
測
局
１
局
の

合
計
７１
の
環
境
大
気
測
定
局
に
お
い
て
、
常
時
監
視
を

行
っ
た
。

●
二
酸
化
硫
黄
濃
度
の
状
況

二
酸
化
硫
黄
は
、
硫
黄
を
含
む
燃
料
の
燃
焼
等
に
よ

り
発
生
し
、
主
な
発
生
源
は
工
場
で
あ
る
。

環
境
基
準
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
評
価
で

は
５７
測
定
局
の
す
べ
て
で
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た

が
、短
期
的
評
価
で
は
４７
局
で
達
成
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
三
宅
島
の
火
山
活
動
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

過
去
１０
年
間
に
お
け
る
年
平
均
値
の
推
移
は
、
図
１

の
と
お
り
で
あ
り
、
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

●
二
酸
化
窒
素
濃
度
の
状
況

二
酸
化
窒
素
は
、
物
の
燃
焼
に
よ
り
発
生
し
、
主
な

発
生
源
は
工
場
と
自
動
車
で
あ
る
。

環
境
基
準
達
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
前
年
と
同
様
、

自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
１
局
（
青
江：

岡
山
市
）
で

達
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
環
境
基
準
の
ゾ
ー
ン

（
日
平
均
値
の
年
間
９８
％
値
が
０.０４
p
p
m
〜
０.０６
p
p
m
）

内
に
あ
る
測
定
局
は
前
年
度
の
４
局
か
ら
１２
局
に
増
加

し
、
ゾ
ー
ン
未
満
の
局
数
が
減
少
し
た
。

過
去
１０
年
間
に
お
け
る
年
平
均
値
の
推
移
は
、
図
１

の
と
お
り
で
あ
り
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
。

●
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
濃
度
の
状
況

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
は
、
主
と
し
て
工
場
、
自
動

車
か
ら
排
出
さ
れ
た
窒
素
酸
化
物
と
炭
化
水
素
が
、
太

陽
光
線
中
の
紫
外
線
に
よ
り
光
化
学
反
応
を
起
こ
し
て

生
成
す
る
物
質
で
、
晴
れ
て
風
が
弱
く
大
気
が
安
定
し

た
日
中
に
高
濃
度
に
な
り
や
す
い
。

環
境
基
準
達
成
状
況
は
、
す
べ
て
の
測
定
局
（
４３
局
）

で
達
成
し
て
お
ら
ず
、
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
の
発
令

状
況
は
１
日
（
延
べ
１
回
）
で
あ
っ
た
。

●
浮
遊
粒
子
状
物
質
濃
度
の
状
況

浮
遊
粒
子
状
物
質
は
、
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
ば
い

じ
ん
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
黒
煙
粒

子
、
大
気
中
に
お
い
て
大
気
汚
染
物
質
が
反
応
し
て
生

成
し
た
二
次
粒
子
、
自
然
界
の
土
壌
粒
子
等
の
様
々
な

発
生
源
が
あ
る
。

環
境
基
準
達
成
状
況
は
、
県
下
５９
局
の
測
定
局
の
う

ち
５３
局
で
環
境
基
準
を
達
成
し
て
お
り
、
達
成
局
数
は

前
年
度
（
５８
局
）
と
比
べ
て
５
局
減
少
し
た
。

●
一
酸
化
炭
素
濃
度
の
状
況

一
酸
化
炭
素
は
、
主
に
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
た

め
、
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局
を
主
体
に
、
県
下
１０
局

で
測
定
を
実
施
し
て
い
る
が
、
従
来
と
同
じ
く
す
べ
て

環
境
大
気
の
調
査

二酸化窒素濃度（自動車排出ガス測定局） 
二酸化窒素濃度（一般環境大気測定局） 

0.018 0.018 0.018 0.018
0.019 0.019 0.019

0.018 0.018

0.026 0.026 0.026
0.027 0.027

0.028 0.028 0.028

0.005
H3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 

年度 

ppm

年

平

均

値

 

0.030

0.025

0.020

0.015

0.010

0.017

0.027 0.027

0.007 0.007 
0.006 

0.007 
0.006 

0.007
0.006 0.006 0.006 0.006 

二酸化硫黄濃度 

有
害
大
気
汚
染
物
質
の
環
境
調
査

環
境
大
気
の

測
定
結
果 

平
成
12
年
度 

 

図1 過去10年間における二酸化窒素濃度及び二酸化硫黄濃度の年度別推移

の
測
定
局
で
環
境
基
準
を
達
成
し
て
い
た
。

有
害
大
気
汚
染
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
環
境
省
が
定
め
て
い
る
「
優
先
取
組
物

質
」
２２
物
質
の
う
ち
調
査
指
針
が
定
め
ら
れ
て
い
る
ア

ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
、
ベ
ン
ゼ
ン
等
１９
物
質
に
つ
い
て
、

毎
月
１
回
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
地
点
は
長
津

（
早
島
町
）、
茂
平
（
笠
岡
市
）、
津
山
地
方
振
興
局

（
津
山
市
）、
玉
野
市
立
日
比
市
民
セ
ン
タ
ー
（
玉
野

市
）、
南
輝
（
岡
山
市
）、
吉
備
（
岡
山
市
）、
国
設
倉

敷
（
倉
敷
市
）、
松
江
（
倉
敷
市
）
の
８
地
点
で
あ
る
。

調
査
し
た
結
果
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
は
８
地
点
す
べ
て
に
お
い
て
環
境

基
準
を
達
成
し
て
い
た
。
ベ
ン
ゼ
ン
に
つ
い
て
は
、
８

地
点
中
７
地
点
で
環
境
基
準
を
達
成
し
た
が
、
松
江
大
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廃棄物交換情報制度とは、再利用できる廃棄物を利用できる方、又は提供できる方が、それぞれの内容を登録し、 
その情報を提供することにより廃棄物を資源として流通させ、事業者間相互の再利用を促進しようとする制度です。 

処分費の 
経費削減 

原料費の 
経費節減 

提供者 再利用者 
資源（元廃棄物） 

TEL 086-298-2123（財）岡山県環境保全事業団　環境事業部 詳しくは、右記の相談・手続き窓口へ 

●11月11日（日） 
紅葉の神庭の滝と城下町勝山の町並みを訪ねる。 
●11月18日（日） 
秀吉の水攻めの舞台と陣屋町足守を歩く。 
●お問い合せ 
　おかやま観光キャンペーン推進協議会 
　086-233-1802

晴れキャンウォーク 

発　行　日／ 
 
発　行　所／ 
 
 
 
 
 

平成13年10月31日 
 財団法人 

岡山県環境保全事業団 
〒701-0212　岡山市内尾665-1 
TEL.086-298-2122（代） 
FAX.086-298-2496 
 http://www.kankyo.or.jp  
 

編 
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P
E
T
ボ
ト
ル
か
ら
作
っ
た「
綿
」

を
少
し
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
綿
を
見
る
と
、な
る
ほ
ど
繊

維
に
な
る
ん
だ
と
実
感
。
1.8
　
の

容
器
7.5
本
で
上
着
、5.5
本
で
ス
カ

ー
ト
、13
本
で
１
着
の
制
服
が
出

来
上
が
る
そ
う
で
す
。
P
E
T
ボ

ト
ル
も
貴
重
な
資
源
。
資
源
循

環
の
輪
が
円
滑
に
回
っ
て
い
く
た

め
に
は
、再
生
品
を
み
ん
な
で
利

用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
便
利

な
生
活
の
中
に
も
環
境
に
配
慮

し
た
生
活
を
取
り
入
れ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

●
表
紙
の
こ
と
ば 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
再
商
品
化
さ

れ
て
い
る
も
の
の
中
で
最
も
収
集
量
・
再

商
品
化
量
が
多
い
の
は
ス
チ
ー
ル
缶（
1
0
5

万
ｔ
／
1
9
9
9
年
度
）。
磁
石
で
選
別

後
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
し
て
製
鉄
所
で
鉄

の
原
料
と
な
り
ま
す
。
ア
ル
ミ
缶
は
ア
ル

ミ
再
生
工
場
へ
運
ば
れ
（
21
・
7
万
ｔ
／

同
）、
再
生
地
金
へ
。
原
料
の
ボ
ー
キ
サ

イ
ト
か
ら
ア
ル
ミ
地
金
を
製
造
す
る
よ
り

電
力
が
少
な
く
て
す
み
、
ア
ル
ミ
の
リ
サ

イ
ク
ル
は
省
エ
ネ
へ
の
貢
献
度
が
高
い
と

い
え
ま
す
。 

有害廃棄物の研究で国際的に活動している「環太平洋有害廃棄物研究及び管理協議会（ＰＢＣ）」の会員である廃棄物学会では、「有害廃棄物の総合的管理－環境に配慮した生産から廃棄物処分まで－」を主テーマに、ＰＢＣとともに第10回有害廃棄物国際会議を岡山で開催します。全体会議、技術論文口頭発表、（財）岡山県環境保全事業団関連施設見学等が行われます。 
●お問い合せ 
　港区芝5-1-9 豊前屋ビル5階 　廃棄物学会事務局　2001ＰＢＣ岡山大会係 　03-3769-5099

2001年環太平洋有害廃棄物国際会議 岡山ロイヤルホテル（12/5） 岡山大学（12/6・7） 

「環境を考える」講演会 
まきび会館3F 橘（13：30～17：00） 
“サンゴ礁と地球環境”及び“今後の廃棄物処理の動向ー
豊島の廃棄物処理を例として”についての講演が行われる。 
●お問い合せ・お申込先 
　岡山大学環境理工学部環境管理工学科　西村伸一 
　FAX.086-251-8353

11月7日（水） 

石鹸づくりの実演
会、再生品等の展

示会、生ごみ処理
機の

展示会他、こども
エコクラブや清流

保全の活動紹介
も行

われる。河川敷で
はフリーマーケッ

トも行われる。 

エコフェスタ・お
かやま2001

●エコライフフェ
ア 

三光荘アトリウム
ホール・旭川河川

敷（10：00～1
6：30） 

ポスター及び作
文等の表彰式、知

事と児島湖流域
の小

学生による児島
湖こどもエコトー

ク、ウェザーキャ
スタ

ーによる講演会等
が行われる。 

●お問い合せ 

　岡山県環境政
策課　086-22

6-7297

●エコライフ推進
大会 

岡山衛生会館三木
記念ホール（13：

00～16：10） 

12月1日（土） 

は
ね
の
開
張
２６
ミ
リ
内
外
と
小
さ
く
、
色
彩
も
黒
褐
色
と

地
味
で
目
立
た
な
い
が
、
日
本
に
生
息
す
る
セ
セ
リ
チ
ョ
ウ

の
中
で
一
際
異
色
の
存
在
と
い
え
よ
う
か
。

本
種
の
属
す
る
ホ
シ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ
属
は
、
か
な
り
熱

帯
的
色
彩
の
濃
い
属
で
、
東
洋
熱
帯
に
起
原
を
も
ち
、
一
部

は
温
帯
草
原
に
も
進
出
し
、
日
本
に
い
る
本
種
は
、
繁
栄
期

を
過
ぎ
た
残
存
種
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
も
、
本
種
は
属
の
分
布
の
東
北
限
を
な
し
て
国

内
で
は
対
馬
と
本
州
だ
け
に
分
布
し
、
本
州
で
の
分
布
は
全

域
に
広
が
り
な
が
ら
も
、
大
き
な
分
布
の
空
白
帯
が
あ
っ
た

り
、生
息
地
が
局
地
的
な
傾
向
を
見
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

環
境
省
は
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
見
直
し
で
、
本
種
を
絶
滅
危
惧
Ⅱ

類
に
ラ
ン
ク
付
け
し
て
い
る
。

県
下
で
は
中
国
山
地
に
点
々
と
局
地
的
な
生
息
地
が
知
ら

れ
る
ほ
か
、
吉
備
高
原
地
域
に
も
わ
ず
か
な
生
息
地
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
開
発
で
失
わ
れ
た
生
息
地
も
あ
り
、
最
近
の

確
認
例
は
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

幼
虫
は
オ
オ
ア
ブ
ラ
ス
ス
キ
を
食
し
、
３
齢
幼
虫
で
越
冬

す
る
。

（
青
野
孝
昭
）

野
外
で
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
、
危
険
な
場

面
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

以
前
、
賀
陽
町
で
鳥
の
調
査
を
行
っ
た
時
、

調
査
を
終
え
て
山
か
ら
降
り
て
く
る
と
、
道
の

脇
に
あ
る
田
ん
ぼ
に
何
や
ら
黒
い
モ
ノ
が
寝
そ

べ
っ
て
い
ま
し
た
。
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
よ
く

目
を
凝
ら
す
と
、
ガ
ッ
バ
っ
と
そ
れ
が
起
き
あ

が
り
ま
し
た
。「
イ
ノ
シ
シ
だ
！
そ
れ
も
か
な
り

大
き
い
。」
そ
う
思
っ
た
瞬
間
、
私
は
後
も
振
り

向
か
ず
、
全
速
力
で
走
っ
て
逃
げ
ま
し
た
。

幸
い
こ
の
時
は
無
事
に
逃
げ
切
れ
ま
し
た

が
、
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
な
ど
は
走
る
も
の
を
追

い
か
け
る
習
性
が
あ
る
た
め
、
相
手
が
子
連
れ

や
手
負
い
の
個
体
で
無
い
限
り
は
、
じ
っ
と
し

て
い
る
か
相
手
の
方
を
向
い
て
静
か
に
後
ず
さ

る
方
が
安
全
で
す
。
説
得
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ん
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
ら
ず
落
ち
着
い
て
行

動
し
て
下
さ
い
。

大
型
の
哺
乳
類
に
出
く
わ
す
こ
と
は
、
野
外

調
査
を
仕
事
と
し
て
い
る
も
の
で
も
そ
ん
な
に

度
々
あ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
岡
山
県
内

で
は
ク
マ
や
シ
カ
の
生
息
す
る
場
所
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
し
、
大
抵
の
場
合
向
こ
う
の
方
が
先

に
我
々
の
気
配
を
察
知
し
て
避
け
る
よ
う
で
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
が
出
る
も
の
を
持
っ
て

山
に
入
れ
ば
ま
ず
出
会
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
型
哺
乳
類
よ
り
も
出
会
う
確
率

が
高
く
、
危
険
な
モ
ノ
も
い
ま
す
。
そ
れ
は
小

さ
な
昆
虫
で
あ
る
ハ
チ
の
仲
間
で
す
。
特
に
、

ス
ズ
メ
バ
チ
は
こ
の
季
節
非
常
に
攻
撃
性
が
高

く
な
り
、
人
が
襲
わ
れ
る
事
故
が
新
聞
な
ど
で

よ
く
報
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
、
私
は
ス
ズ
メ
バ

チ
に
襲
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
型

の
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
に
は
何
度
か
刺
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
あ
ま
り
抵
抗
力
が
無
い
の
か
、
一
度
刺
さ

れ
る
と
２
週
間
近
く
腫
れ
が
ひ
き
ま
せ
ん
。

ハ
チ
達
も
無
暗
に
人
を
襲
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
巣
を
守
た
め
に
は
何
者
も
恐
れ
ま

せ
ん
。
巣
は
山
道
の
傍
の
茂
み
、
橋
や
家
の
軒

下
な
ど
に
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
気
が

付
か
ず
に
巣
に
近
寄
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
ハ
チ
達
は
近
寄
る
者

に
対
し
て
、
ま
ず
警
戒
行
動
や
威
嚇
行
動
を
行

い
ま
す
。
ハ
チ
が
集
団
で
飛
び
回
っ
た
り
、
カ

チ
カ
チ
と
音
を
立
て
て
い
る
の
を
見
た
ら
、
静

か
に
遠
ざ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

巣
の
あ
る
木
を
誤
っ
て
振
動
さ
せ
た
り
、
巣
に

触
れ
た
場
合
は
、
も
う
走
っ
て
逃
げ
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、
ハ
チ
は
黒
い
モ
ノ
を
目
指
し
て

攻
撃
す
る
習
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
野
外
で
活

動
す
る
場
合
は
日
が
照
っ
て
い
な
い
時
で
も
帽

子
を
か
ぶ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。
ま
た
、

無
暗
に
茂
み
に
分
け
入
っ
た
り
す
る
こ
と
は
慎

み
、
服
装
は
長
袖
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
場
合
、
オ
シ
ッ

コ
を
か
け
て
も
直
り
ま
せ
ん
。
速
や
か
に
病
院

に
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
環
境
調
査
部
　
大
坪
尚
広
）

ホ
シ
チ
シ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ

ネ
セ
セ
リ 
ホ
シ
チ
ャ
バ
ネ
セ
セ
リ 

【
岡
山
の
昆
虫
】
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